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ムが発見され､原始に於いては核酸だけで生命情報のやりとりのス トー リー が完結出来るのではない
かとするRNAワール ドの考え方が登場した｡原始tRNAがリボザイムの性質を持っていた可能性
は十分あり､その末端が二重螺旋を形成すれば､帯は塩基群を十分受容できる大きさを持っているO
これらの理論的､また実験的な検証についての概説があり､また今後の展望がなされた｡また､講義
後の質疑応答においては､出席された佐藤勝彦先生と生命発生の確率が地球型惑星に於いては1か､
といったホットなテーマについての応酬があり､生命の起源から宇宙の起源-とシンポジウム全休の
テーマの輪のつながりが自ずと明かになっていくようであったO
(文責 伊東 乾)
宇宙論研究の現状と展望
東大理 佐藤勝彦
今回､特に物性研究者にもわかりやすいようとの配慮から､擦準的な宇宙モデルから始まってわかり
やすく宇宙論について説明された｡このモデルは理論的にはアインシュタインの一般相対論に対して
71)-ドマンによって示された字音が膨張し収縮する解の存在に基づく｡これは､また､ノ､ツブルに
よって､遠い銀河ほど速い速度で遠ざかっているという-ツブルの法則､及び｢ベンジャスとウイル
ソンによる黒休射の発見という2つの観測事実に基づいている｡
舌の中心は､この榛準モデルのもっている宇宙は数学的特異点から出発しなければならない､と
いう困難をどのように越えていったかという点にあった｡その困難を解消するイyフレーショy理論
の概略とその成果について-と話は進められた｡インフレー㌣ヨy理論は統一理論を背景にして字音
のもつ真空のエネルギーによって宇宙が急激に膨張することを示す｡宇宙の地平線を超えた領域から
なぜ同じ湿度の射が観測されるかという地平線閉篭､また､宇宙の曲率がなぜ小さいのかという平坦
性の問題を解決することはインフレーション理論の大きな成果である｡また､インフレーション理論
はボイド､グレートウォール等の宇宙の地平線を超えた大構造をも説明する｡最後に､最新の成果で
あるCOBE衛星による宇宙の背景射の揺らぎの観測結果にインフレーション理論を支持されたこと
を述べられて話が締めくくられた｡
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